
プロダクトモデルに基づく
４次元道路情報マネジメントシステム

・道路（橋梁、トンネルを含む）の維持管理業務
・国、地方自治体などが管理する膨大な社会資本ストックに係わる情報の長期間、適切な
保管、管理

・業務や情報の全体を俯瞰した業務モデルとプロダクトモデルを定義したシステムアーキ
テクチャに基づくシステム設計により、柔軟性のあるシステムとしている

・点検や補修の履歴情報などを時空間概念による4次元情報として時系列管理し、従来
業務では課題であった過去の情報の管理と抽出を実現している

・本研究のプロダクトモデル
は、施設のライフサイクル全
般に渡る幾何形状と属性情
報で構成され、これらを定
義し体系化したものである。
これにより、様々な情報シス
テムで利用される情報を標
準化して運用できる

・２次元地図と３次元空間デー
タを用いた地理情報システ
ム（ＧＩＳ）を情報マネジメント
システムの基盤技術として
用いる

・システムは、２次元紙地図と
３次元プリンタモデルを用い、
現場でQRコードとRFIDタグ
により情報検索を行う特徴
がある
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